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法政大学教職課程センター 多摩シンポジウム 

多摩でかたらう 2014 
～地域で学ぶ・ボランティア～ 

 

 

日  時：2014 年 11 月 26 日（水） 17：30～20：00 
会  場：法政大学多摩キャンパス 総合棟 4 階 第 3 会議室 AB 

 
シンポジウムの趣旨 
 法政大学の学生が多摩地域で参加しているボランティア活動に焦点をあて、

どのような活動をし、何を学び、喜びとしているかを語り合う場とする。 
 
年報収録の内容 
 中心点な報告であった館ヶ丘団地での学生ボランティア活動について、今泉靖

徳さん（八王子シルバーふらっと相談室館ヶ丘室長）による紹介の抜粋と、尾木

直樹先生による「大学生のボランティア活動にどのような学びの意味を見い出す

のか」についてのお話を年報に収録する。 
 
 

＜プログラム＞ 

開会挨拶 

①館ヶ丘団地での学生ボランティア活動（八王子市） 
Ⅰ）法政大学「たまぼら」所属学生 
Ⅱ）今泉靖徳さん（八王子シルバーふらっと相談室館ヶ丘室長） 

②その他の地域活動・地域づくりをする学生から（会場から） 
Ⅰ）町田市立ゆくのき学園（公立小中一貫校）での活動（町田市） 

（スポーツ健康学部 4 年） 
Ⅱ）中 3 勉強会（相模原市） 

（経済学部 3 年） 
Ⅲ）会場発言 

③尾木直樹先生からのお話～「地域で学ぶ・ボランティア」～ 

質疑応答 




